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京都大学研究公正推進アクションプラン 
平成２７年３月   
平成２８年７月改正 
平成２９年８月改正 
平成３０年８月改正 
令和元年１０月改正 

令和３年１月改正 
研究公正委員会 

はじめに 
本アクションプランは、「京都大学における公正な研究活動の推進等に関する規程」に

基づき、京都大学での学術活動（研究及び学習）を公正に推進するため、本学として取り

組むべき事項を示すものである。（▶ は実施責任部署） 
 
①ガイダンスでの学生への「公正な学術活動」の啓発 

（１） 学部新入生に対して、入学時の全学共通科目に関するガイダンスにおいて、公正な

学術活動の教育を行う。すべての学部授業を英語で行うコースについては、英語で

行う。学部への編入生に対しては、各部局で編入時に公正な学術活動の教育を行う。 
▶国際高等教育院、編入学部生を受け入れる部局 

（２）卒業研究を行う場合には、年度初めのガイダンス等で卒業研究に対応した公正な学

術活動の教育を行う。 
▶各学部 

（３）大学院の新入生にも、入学時のガイダンスで公正な学術活動の教育を行う。大学院

への編入学生に対しては、各部局で編入時に公正な学術活動の教育を行う。      
▶各研究科等 

（４）学部生・大学院生に対して、学術情報リテラシー関連の講習会等で文献検索等と併

せて公正な学術活動の教育を行う。 
▶図書館機構 

 
②授業中の学術マナー教育 

（１）学術研究の統一的な理解と、責任感と謙虚さを伴った発表を指導する。 
▶各部局、各授業担当教員 

（２）授業の配布資料には引用元を明示することを標準とし、各教員自らが適切な引用等

の模範を示す。 
                   ▶各部局、各授業担当教員 

（３）レポート課題等を具体的な学術マナー教育の重要な機会ととらえ、剽窃等の不正を

根絶するよう、各教員が指導する。この際、不正行為の具体例を示し、不正行為が

認定された場合の処分についても教員が明示する。 
▶各授業担当教員、各部局、国際高等教育院 

（４）学部ではレポート課題に剽窃等の不正がないか教員が確認し、大学院でも学術マナ

ー教育を行う。 
               ▶各部局 
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③大学院生への論文執筆教育 

（１）修士・博士論文執筆前に、必ず一度は対面で研究公正の基本についてのチュートリ

アルを学生に受講させる。あるいは代替措置として、本学が定める大学院共通科目

「研究公正・研究倫理」を受講させる。 
▶各部局、国際高等教育院 

（２）可能なかぎり部局内において剽窃検知オンラインツールの利用を促進するなど、修

士・博士論文における剽窃等の不正防止の取組を推進する。 
▶各部局、研究公正委員会 

 
④教員への対応 

（１）本学で研究活動を行うすべての研究者（大学院生を含む）及び授業を行う教員に対

して e-Learning 等による研究公正に関する研修の受講を義務づける。 
▶部局長、研究公正委員会、学術研究支援室、事務本部（研究推進部） 

（２）教員の新規採用時の研修会において、研究公正について啓発を行う。 
▶各部局、研究公正委員会、事務本部（総務部、研究推進部） 

（３）新任教員教育セミナーにおいて、公正な学術活動の教育を取り入れたＦＤを行う。 
▶各部局、高等教育研究開発推進センター 

（４）教員・研究者に対して、学術情報リテラシー関連の講習会等で文献検索等と併せて

公正な学術活動について啓発を行う。 
▶図書館機構 

（５）研究公正に関する研修と併せて、研究者向けの研究公正リーフレットを配布し、新

任研究者を中心に全ての研究者に対し意識向上を促す。 
▶各部局 

（６）原著論文について、可能なかぎり部局内において剽窃検知オンラインツールの利用

を促進する。 
▶各部局、研究公正委員会、事務本部（研究推進部） 

 
⑤研究データ保存 

すべての研究者には、大学及び各部局が定めるルールに従い研究データを一定期間保存し、

適切に管理、開示する責務がある。各部局においては、研究データ保存に係るルールを構

成員に対して周知徹底する。 
▶研究公正委員会、各部局、各研究者 

 

⑥体制の整備 

（１）①～⑤の実施に必要となる、ガイダンス資料、学術マナー教育資料、指定のチュー

トリアル実施のためのマニュアル例、e-Learning 等による研修資料、新任教員研修資

料、研究公正に関するリーフレットを作成し、各部局、教員をはじめとする研究公正

の推進に関わる者へ理解しやすい情報提供を行う。 
▶研究公正委員会、学術研究支援室、事務本部（研究推進部） 
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（２）原著論文、修士・博士論文やレポート課題における剽窃の有無についての確認、及

び研究データ保存等に必要な教員・研究者が利用できる技術的なシステム環境を整備

し、利用促進の周知を行う。 
▶研究公正委員会、情報環境機構、事務本部（研究推進部） 

（３）研究公正やその教育に関する情報・リソースを共有する場を設けるなど、公正な学

術活動の推進に取り組む学部生・大学院生・教員・研究者への支援体制を整備する。 
▶研究公正委員会、学術研究支援室、事務本部（研究推進部） 

（４）本アクションプランの実施項目について、毎年度に実施状況を確認し、検証する。 
▶研究公正委員会、事務本部（研究推進部） 



項目番号 コンテンツ名 目的等 部局における教員等への周知方法 関連項目

公正な研究について(全学共通科目履修手引き掲載
資料)※

新入学部生に対する啓発資料 部局ガイダンス等、必要に応じてご使用ください ①-(1)

卒業研究年次の年度当初ガイダンス資料※ 卒業研究年次の学部生に対するガイダンス資料例 部局ガイダンス等、必要に応じてご使用ください ①-(2)

大学院年度当初ガイダンス資料※ 新入大学院生に対するガイダンス資料例 部局ガイダンス等、必要に応じてご使用ください ①-(3)

学術マナー教育資料※ 学生への授業中の学術マナー教育のため、全ての教員に対して配布
教員が新規採用された際の配布の他、必要に応じて再配布を行って
ください

②

指導教員による対面型チュートリアルについて※
指導教員による、学位論文執筆前学生への対面での研究倫理教育
学位論文執筆前に必ず一度は実施が必要

教員が新規採用された際の周知の他、必要に応じて再周知を行って
ください

③-(1)

大学院共通科目「研究倫理・研究公正（理工系・人
社系・生命系）」について

学位論文執筆前学生への講義・グループワーク形式の研究倫理教育
学位論文執筆前に必ず一度は受講が必要（対面型チュートリアルで
代替可）

毎年度開講いたしますので、周知を行ってください
必要に応じて再周知を行ってください

③-(1)

研究公正研修(e-Learning) 研究倫理教育の実施のためのe-Learning
本学において学術研究活動を行う者は受講が必要

毎年度更新通知を行いますので、周知を行ってください
教員が新規採用された際等は、必要に応じて個別周知を行ってくだ
さい

④-(1)

新任教員研修資料(研究公正に係る分)※ 新規採用教員説明会において使用した資料 必要に応じてご使用ください ④-(2)

研究公正リーフレット
研究公正への留意のためのリーフレット
本学において学術研究活動を行う者に対して配布

毎年度新規の研究者分について部局へ配布を行いますので、該当者
に配布を行ってください
必要に応じて再配布を行ってください

④-(5)

研究データ保存リーフレット 研究データ保存への留意のためのリーフレット 必要に応じてご使用ください ⑤

剽窃検知オンラインツール(iThenticate)
研究者の意図しない剽窃や、指導学生の学位論文等の剽窃の未然防
止のためのツール
常勤の教員・研究者は、希望により使用可能

毎年度更新通知を行いますので、周知を行ってください
教員が新規採用された際等は、必要に応じて個別周知を行ってくだ
さい

③-(2)

データ保存サービス 研究データの根拠となる研究資料等の保存のためのサービス
本学において学術研究活動を行う者が使用可能

部局の定める研究データ保存ルールに従い、必要に応じて周知を
行ってください

⑤

⑥-(4)
研究公正推進アクションプラン実施状況報告書まと
め※

毎年度のアクションプラン実施状況の確認・検証結果の報告

※教職員ポータル「文書共有」へのリンクのため、学内ネットワーク接続からアクセスをお願いいたします。

『⑥体制整備』に係る研究公正推進関連コンテンツについて

⑥-(2)

⑥-(1)

アクションプラン別紙

https://ku1.cybozu.com/g/cabinet/view.csp?hid=3306&fid=58837
https://ku1.cybozu.com/g/cabinet/view.csp?hid=3306&fid=58837
https://ku1.cybozu.com/g/cabinet/view.csp?hid=3306&fid=58834
https://ku1.cybozu.com/g/cabinet/view.csp?hid=3306&fid=58833
https://ku1.cybozu.com/g/cabinet/view.csp?hid=3306&fid=58841
https://ku1.cybozu.com/g/cabinet/view.csp?hid=3306&fid=58835
https://www.z.k.kyoto-u.ac.jp/for-internal/daigakuin/kyotsu
https://www.z.k.kyoto-u.ac.jp/for-internal/daigakuin/kyotsu
https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/rule/suishin/kensyu
https://ku1.cybozu.com/g/cabinet/view.csp?hid=3306&fid=123881
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/rule/suishin/
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/rule/suishin/
https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/rule/suishin/ithenticate
http://www.iimc.kyoto-u.ac.jp/ja/services/archive/
https://ku1.cybozu.com/g/cabinet/index.csp?hid=3308&sf=1&sp=0
https://ku1.cybozu.com/g/cabinet/index.csp?hid=3308&sf=1&sp=0
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